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Abstract 
For the purpos9 of in巴reasinghumi巴 acidcontent， oxidations of peat with air 
were carried out. The experiments were condu巴tedby two processe3， one a fluidiz-
ing pro巴巴ssand another a rotary kiln. To obtain a produ巴thumi巴 acidcontent of 
which was about 60%. the form巴rprocess n自eded40 minutes and the latter from 
one to one and half an hour for reaction. In rea巴tiontime. both pro巴essesneeded 
shorter reaction time than nitric acid oxidation. Although the fiuidizing process is 
shortest in time， itcannot operate continuously and often 0巴叩rrsexplosion. The 
rotary kiln can operate continuously though it ne巴dssomewhat longer time for reac-
tion. When the air oxidized products were ammoniated， they always gave the pro-
du巴tsnitrogenous components of which were considerably insoluble in water. Th巴
fact is thought to be the result that in the course of air oxidation of peats， dehy-
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以下に粉砕し，混合試料並びに桂度別に 8--10，10--16， 16--30， 30以下の 4種に簡分けした
試料を用いfこ。分析値は次表の通りである。
すなわちこの程度の風乾期間の差はブミシ酸量に変化を与えない。
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泥炭の空気酸化i乙関する研究


































時間は無触媒硝酸酸化の 6時間に対し約9分の 1，接触酸化に対しても約4分の 1である。










































60.2 47 95 60 
52.9 35 98 20 
60.0 37.5 96 40 
?
58.0 40 98 60 
61.8 17 100 40 



















語|全装止型tz 粒度別装入量|フミン酸量I*_{l At I |粒皮|装入量
(%) I (meョh) I (g) 
8-10 I 33.0 
10-16 I 84.0 
工 50.1 




























法も又アンモニア化の場合と同様である。 すなわち回転数も 1分間 23同転とした。 試料1回





実験番号 ltJ J 酸if間
1. 0.5 

























































































最適酸イじ時間は流動式40分， 回転式60分ないし 90分で流動式の方がすぐれており， い
ずれも接触硝駿酸化の最適時間に比しはるかに短かい。
又柱度も反応に;影響がなく，反応温度も 1000Cを適当とするのであまり高くない。なお反
応温度については，酸化が発熱反応であることとあわせて，工業化の場合は熱交換によって，
相当に熱のlil収ができると思われる。しかし 1000C以上の温度で燃焼や爆発の危険があること
は，実験においてしばしば経験されたことであり，泥炭微粉が空気と混合したとき，自然爆発，
又は何らかの事由で爆発を起し易いことも，石炭坑における炭塵爆発から当然予想、されるとこ
ろである。従って空気の代りに酸素を使用することは一層危険で‘ある。これは工業化実施の場
合特に流動式酸化において，極めて重要なことであり，その防止については研究解決を要する
問題である。
以上の結果，静置式反応炉では達し得られなかった 1000Cにおける泥炭の空気酸化を，流
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動式装置又は回転式反応炉によって，ほぼ満足に行なうことができることを知った。
さて空気醸九j去を採用する場合，流動式は酸化時聞においてすぐれてし、るが，連続式運転
の設計が困難なことと，爆発の危険性の大きいことで難点がある。これに対し回転式反応炉で
は連続式運転の容易なことですぐれているが，酸化時間がやや長い。しかしいずれも硝酸酸化
法に比べ‘て，酸化剤の消費を考慮しなく‘〈もよいこと，酸化時間の短かい点ですぐれている。
なお流動式においても必ずしも粒度別試料を必要とせず混合試料でも差支えないことは実験に
よって明らかにされた。しかし空気酸化法は乾式法であるため，生成ブミシ酸が無水酸又はラ
クトシ型の無水型となるため，乾式アンモニアイじ法ではアンモニアとの反応性ぷ乏しく，従っ
てアンモニア化泥炭中の有効窒素量の増加が満足でない。このことは著者らが既に報告したと
ころでんる。かつ又フミン般を土質改良剤その他の用途に供する場合は，現在では硝酸酸化法
によるものがもっぽら使用せられていることは，生成フミシ酸の性質の相違に基づく結果と忠
われる。ブミシ酸の質の問題は反応時間の延長又は流速の増加がある経度以上となると，ブミ
シ酸増加率の減少を来すこととも関連あるものと思われるが未だ明らかではない。
著者らは，硝酸酸化法における硝酸凶収，副産物の利用などの問題とあわせて，空気酸化
法におけるブミシ酸の性質の改善，爆発防止などにつし、ても研究を進めつつある。
本研究の実施にあたり，小型回転炉の設計及び製作については東洋高庄工業株式会社北海
道工業所の援助をうけたc 又同所現所長三原重俊民，研究員寺l崎義男氏及び中山義男氏の接助
を得たこと多大である。ここに記して感謝の意を表する次第である。
本研究の研究費ο一部は文部省科学試験研究費によった。
(昭和28年4月 京都における日本化学会第6年会及び
昭和28年7月 日本化学会北海道地区函館大会発表)
(昭和32年4月初日受理)
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